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はじめに
専門的職業が専門職として社会において自己主張
し, かつ, 認知してもらうための条件の 1つは, そ
の活動が倫理的自覚に支えられている必要がある
(村本, 1998)｡ すなわち, 適切な倫理規定を自らはっ
きりさせ, それを遵守できることが, 最低限の特徴
であると見なされるようになってきた (Sabourin,




重要なものに, 職業倫理 (professional ethics) が
ある｡ 職業倫理とは, ｢ある職業団体において, そ
の成員間の行為や, その成員が社会に対して行う行
為の善悪を判断する基準として, その職業集団内で
承認された規範｣ (p.9; 金沢, 2006) である｡ また,
職業倫理には機能的に低次のレベルの ｢命令倫理｣
と高次のレベルの ｢理想追求倫理｣ があり, 前者は
最低限の基準であるのに対して, 後者は専門家とし







4点である (Sinclair et al., 1996)｡
臨床心理専門職の職業倫理については, 学会や職
能団体毎に様々な倫理基準が設けられている｡
Pope, Tabachnick, & Keith-Spiegel (1987) と





床心理士会, 2005a), 倫理綱領 (日本臨床心理士会,
2005b) を定めている｡ しかし, 日本における倫理
基準は, 諸外国の倫理基準と比較すると, 未だ発展












A comparison of professional ethics in clinical psychology between Japan and the US
YAMAMOTO Tatsuya (Graduate School of Psychology, Chukyo University)
SHUDO Yusuke (School of Psychology, Chukyo University)
Ethics are essential to professionalism, and numerous professional associations have established ethical
codes. One country where professional ethics are engrained, especially in the field of clinical psychology,
is the United States of America. The American Psychological Association (APA) established ethical
codes in 1953. By contrast, in Japan, the ethical codes are newer, only becoming more prominent after the
Japanese Society of Certified Clinical Psychologists (JSCCP) established theirs in 2004. Some researchers
argue that Japanese ethical codes are minimal with those of the APA. Therefore, the aim of the present
study was to review this assertion by comparing these two ethical codes. The results showed that the
JSCCP ethical codes only included 33% of the provisions included in the APA codes. This suggests that
JSCCP's ethical codes have substantial room for improvement.
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1988 年に第 1 号が認定され, その翌年の 1989 年に
臨床心理士の職能団体である日本臨床心理士会が誕
生した｡ その後, 2004 年に倫理規定, 倫理綱領が
策定され, 2005 年に一部が改正された｡ この点か
ら, 日本の臨床心理学領域では, 職業倫理の歴史は
浅いと言える (金沢, 2006)｡ 日本臨床心理士会の
倫理綱領の条文をTable 2 に示す｡








つに, アメリカ心理学会 (American Psychological
Association) がある｡ APA は, 1892 年に設立され
た｡ アメリカ心理学会の倫理コードの制定とその変
遷をまとめた Sabourin (1999) によれば, 1938 年
に職業倫理について検討するために, 学問および職
業上の倫理に関する委員会 (Committee on
Scientific and Professional Ethics) が組織された｡
1947 年には, サイコロジストのための倫理基準に
関する委員会 (Committee on Ethical Standards
for Psychologists) が設置された｡ その委員会は,
1953 年に最初の倫理基準であるサイコロジストの
ための倫理基準 (Ethical standards of psycholo-
gists, 以下アメリカ心理学会が定めた倫理規定を
APA倫理コードという) を策定し, 施行している｡
その後, 1959 年, 1963 年, 1968 年, 1977 年, 1979
年, 1981 年 (この改訂により, APA倫理コードの
正式名称がサイコロジストのための倫理原則
(Ethical principles of psychologists) へと変更と
なった), 1990 年, 1992 年 (この改訂によりAPA
倫理コードの正式名称がサイコロジストのための倫
理原則および行為規準 (Ethical principles of psy-
chologists and code of conduct) という現在の名
称となった), 2002 年, 2010 年に改正している｡ 最
新のAPA倫理コードは, ｢序論および適用可能性｣,
｢前文｣, 5 つの ｢一般原則｣, 10 条の ｢倫理基準｣
から構成されている｡ 5 つの一般原則を Table 3 に
示し, 10 条の倫理基準の概要をTable 4 に示す｡
APA 倫理コードは, ｢前文｣ と ｢一般原則｣ に




























APA 倫理コードは, 倫理綱領と比較すると, 比較
にならないほど詳細な規準が示されている｡ これま










が 50%, 適格性が 83%, 人間関係が 75%, プライバ
シーと守秘が 71%, 広告と他の公共的発言が 50%,
記録管理と料金が 29%, 教育および訓練が 0%, 研
























































































また, 2015 年 9 月に公認心理師法が成立した｡
職業倫理は, その職能団体ごとに制定されるもので
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1.02 倫理と法律, 規制, または当局のその他の要件との矛盾 4-4
1.03 倫理と組織の要求との矛盾 ×






2.01 適格性の境界 1-4 3-2 5-1 5-3
2.02 緊急時のサービス提供 ×
2.03 適格性の維持 1-6 5















3.10 インフォームド・コンセント 4 4-1 4-2






























































9.10 テストの保安 5-4 7-6
10. 治療
10.01 治療に対するインフォームド・コンセント ×
10.02 カップルまたは家族へのセラピー ×
10.03 グループ・セラピー ×
10.04 他者からのサービスを受けている人へのセラピーの提供 ×
10.05 治療中の患者またはクライエントとの性的親密 ×
10.06 治療中の患者またはクライエントの身内や重要な他者との性的親密 ×
10.07 元性的パートナーへのセラピー ×
10.08 元患者または元クライエントの性的親密 ×
10.09 セラピーの中断 ×
10.10 セラピーの終結 ×
※倫理綱領の列に示された数字は, 倫理綱領の条項を示す｡
※×は倫理綱領に記載がないことを示す｡
